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令和元年１０月定例教育委員会会議録 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

（１）日 時 令和元年１０月８日（火曜日） 

開 会 １５時３０分 

閉 会 １６時３０分 

（２）場 所 直方市役所 ８階 第８０８会議室 

 

２．出席者及び欠席委員の氏名 

（１）出席者 

教育長 山本栄司 

教育長職務代理者 山内健 

委 員 澁谷昌樹 委 員 中村敬子 

委 員 中野昭子 

 

３．会議に出席した者の氏名 

（１）事務局 

  教 育 部 長 安永由美子 

  教育総務課長 熊井康之、学校給食係長 宮崎達生 

  学校教育課長 川原国章、学校教育課管理主事 大塚泰信 

  学校教育係長 徳田清隆、こども育成課長 塩田礼子 

  文化・スポーツ推進課長 古賀 淳 

 

（２）書 記 

   教育総務課長 熊井康之 

 

４．会議次第 
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○教育総務課長（熊井康之） 

  定刻前ですが、１０月定例教育委員会を始めます。教育長、お願いいたし

ます。 

 

○山本教育長 

  では、教育長報告ということで９月行事から報告をさせていただきます。 

  まず、３日火曜日、９月の定例教育委員会を実施いたしました。９月補正

予算をはじめ４件議案がございまして、平成３０年度歳出決算書の協議、全

国学力テストの結果報告等を行ったところでございます。 

  同日、市長、副市長との教育大綱見直しに向けての意見交換会、定例校長

会議も実施しております。 

それと、小林製薬に、新入小学校のトイレの床改修と男女一つずつ洋式ト

イレを設置していただいております。学校のほうから小林製薬に応募してい

たところ、新入小学校が選ばれたということで、この日、贈呈式にも行きま

して、小林製薬への感謝状の贈呈してまいりました。 

  ４日水曜日は、保幼小中高連携推進協議会運営委員会がございまして、直

方子ども音楽祭、直方市保幼小交流研究会についての協議、また幼児教育の

無償化が１０月から始まりますが、現場では事務作業等が増大して大変だと

いう声も聞かれたところでございます。 

また、小学校、中学校のトイレが暗くて怖いという子供がいるとの話も出

ておりました。順次改修に取り組んでいるところだと伝えております。 

  ５日木曜日、第２回学力向上検証委員会を実施いたしました。今回の全国

学力テストの結果はかなり上がってきているということで、学校の様子を見

ましても取り組みがしっかりと安定してきたなという感じを受けております。 

６日金曜日、第２回不祥事防止対策検討委員会を実施しております。各学

校所属長による職員面談と実施結果、それから所属研修実施結果等の報告を

受けたところでございます。 

  １２日木曜日、小中一貫教育推進本部会が開催され、本年度の中学校区に

おける小中一貫教育交流研究会の取り組み状況と内容の報告、確認等を行い

ました。 

  １３日金曜日からは、直方市の市議会が開会ということになっています。 

  １７日火曜日から４日間にわたって一般質問が実施されましたが、教育委 

員会への質問については、後ほど安永部長が説明いたします。 

  １９日木曜日、第６２回県民体育大会・秋季結団式が直方市の体育館で実

施されまして、私と安永部長が参加して、選手、役員、総勢１３９名に対し

まして激励を行ってきたところでございます。 
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  ２７日金曜日、直方第一中学校区小中一貫教育交流研究会が中泉小学校で

実施されました。実質、中泉小学校の発表という形でございましたけれども、

大変頑張ってくれておりまして、内容の充実というのは大きな教育課題の一

つであると話をしてきたところでございます。 

  ２９日日曜日、ブラインドサッカーが直方市の体育館のほうで実施されま

した。定員８０名をこえる人が集まったということで、大変良いイベントに

なったという報告を受けております。 

  １０月に入りまして１日火曜日、１０月の定例校長会議において、９月議

会での一般質問の内容の報告、小学校給食費公会計化などについての説明等

を行ったところでございます。 

  ３日木曜日から４日、７日、本日８日まで４日間にわたって各小中学校の

校長に教育長面談を実施して、本日、終わったところでございます。 

各学校の学力向上についての取り組みに特化いたしまして、内容を確認い

たしました。先ほどもお話しましたように、学校の取り組みが充実してきた

ことや、的を絞って取り組みができていることを感じ取ることができまして、

これからますます向上が期待できると思っております。委員会も、しっかり

支援してまいりたいと思っております。 

  ４日金曜日は、市議会の本会議、採決が行われ、閉会となっております。 

  ６日日曜日、小学校の運動会、この秋には、感田小、下境小、植木小の３

校で実施されまして、部長、課長、管理主事とともに視察に行ってまいりま

した。 

  ８日火曜日、本日は、１０月定例教育委員会になっております。 

  裏面にまいりまして、今後の予定でございますが、明日、直方北小の学校

訪問でございます。御協力をよろしくお願いいたします。 

  １０日、１１日は、宮崎市で開催される九州都市教育長協議会定期総会・

研究大会に参加してまいります。 

  １１日の午後からは、大和青藍高校看護科の戴帽式、その式典に続けて参

加し、祝辞を述べる予定となっています。 

  １６日水曜日、小学校３年社会科見学が、汽車倶楽部で実施されますので、

私と部課長で参加いたします。 

  １８日金曜日の直方市教育委員会学校訪問は、福地小学校でございます。 

  ２４日木曜日、１０月定例教育長会が実施されます。 

  ２５日金曜日、保幼小交流研究会が、清光寺幼稚園で実施されます。 

  ２６日の土曜日、日本ＰＴＡ九州ブロック研究大会福岡県大会の第１分科

会が、ユメニティのおがたがで開催されますので、挨拶で伺ってまいります。 

  ２８日月曜日、臨時議会が実施されます。 
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  ２９日火曜日、直方市教育委員会学校訪問を植木中学校で実施しますので、

御協力をお願いします。 

  ３０日水曜日、直方第二中学校区の小中一貫、そして３１日木曜日は三中

校区の小中一貫教育交流研究会が、二中校区は感田小、三中校区は直方南小

を会場として開催されます。 

  以上でございます。何か御質問等ございましたらお願いします。 

  それでは、進行してまいります。本日は議案がありませんので協議事項に

まいります。 

小学校給食費公会計化について、教育総務課、お願いします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  それでは、小学校給食費公会計化について、説明させていただきます。 

  文部科学省から、学校における働き方改革に関する取り組みの徹底につい

てという通知が来ており、教員の負担軽減、また給食費会計の透明化、保護

者の負担を減らすということを目的に、小学校給食費の徴収については市が

行うことが望ましいという内容となっております。直方市でも、来年４月実

施を目標に取り組んでいきたいと思っておりますので、その内容について説

明させていただきます。 

 

○学校給食係長（宮崎達生） 

  それでは、資料１、レジュメをご覧ください。 

  現在、小学校給食費は各学校で徴収しておりますけれども、教育委員会の

ほうで徴収する形にかえていきたいと思っております。 

文部科学省からの通知があったことと、庁内の情報管理の基幹システム更

新に合わせて給食費の公会計化のシステムを導入したほうが若干でもコスト

削減につながるということで、来年度から実施したいと考えております。 

  どのようになるかといいますと、現在、保護者に対して給食費の通知や未

納者への督促は学校が行っています。保護者は、給食費の支払いを学校に行

い、学校から教育委員会に給食費を振り込んでいただています。また、給食

の人員数や滞納者数などの報告をいただいておりますが、公会計化になりま

すと、教育委員会が保護者に直接給食費の通知を行い、保護者は教育委員会

に給食費を支払う形になります。学校からは、必要な給食数を報告していた

だきます。 

  徴収は、口座振替を基本とさせていただきたいと思っております。今現在

も学校の手間をできるだけ省くために口座振替をしていただくように推進し

ております。 
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口座登録をしない方については、別途納付書を送付する予定でございます。 

コンビニや郵便局以外の市内金融機関から支払いできる形で今準備を整え

ておるところでございます。 

  レジュメ三点目の給食費の設定についてですが、小学校は一月４，４００

円いただいておりますけれども、日額、一食当たり幾らという単価を設定し

なければいけません。今年の４月の給食回数は１２回、１０月は２１回でし

たが、同じ４，４００円で徴収するというのは公平性の観点から適当でない

と考えております。一食当たり幾らという単価を設定したうえで、月額払い

にしたいと思います。 

  徴収月は、８月を除く１１カ月で、４月から２月の給食費は定額、３月は

当該年度の給食実施回数に応じて額を調整するようにします。例えば、一食

２６０円の単価で給食実施回数が年１８５回の場合、1 年間の給食費は４８，

１００円となります。２月、８月を除く４月から２月は、４，４００円×

１０カ月で４４，０００円ですので、４８，１００円から４４，０００円を

引いた４，１００円を３月に徴収することになります。よって、学年、学校

によって給食費は変わってまいります。１年生は給食回数が少ないことや、

６年生は卒業が早いため給食回数は減るため、同じ学校に通っていても兄弟

で給食費が違うということもおこってまいります。 

  給食費の設定については、小学校給食費専門委員会にて協議中です。 

先週、各小学校の校長、ＰＴＡ、保護者代表による給食費の検討委員会を

開催しました。１０月末から１１月にかけもう一回検討委員会を開催しまし

て、その結果をもとに、直方市学校給食会の臨時総会の中で給食費の単価を

設定してまいります。 

  学校に振り込んでいる生活保護費、就学援助費について、給食費分は今後

教育委員会が受け取ることになります。今までは、保護者ではなく直接学校

に振り込んで、学校が教材費や給食費にあてる分を教育委員会に振り込む形

でした。教材費については、従来どおり学校が徴収することになります。 

  開始時期は、令和２年４月を考えております。 

  今後のスケジュールについては、基本的に市民の方々に負担いただく費用

は条例を制定することが原則となっているため、まず、条例を１２月議会で

制定する予定でございます。 

  また、その条例に基づいて施行規則も制定してまいります。 

保護者への周知については、徴収方法が変わるというお知らせであるとか

給食の申込書、これにはアレルギーがあるから給食は食べません、牛乳アレ

ルギーのため牛乳は飲みませんといった調査項目を記載してまいります。 
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口座振替については、現在、ゆうちょ銀行だけの対応となっていますが、

ゆうちょ銀行に限らず市内に支店のある金融機関であれば対応できるように

作業を進めております。 

ゆうちょ銀行の口座を利用されている方も、引き落とし先が学校長から直

方市会計管理者に変わるため、再度口座振替依頼の手続きをしていただくこ

とになります。以上、小学校給食費公会計化について説明申し上げました。 

 

○山本教育長 

  これにつきまして何か御質問等ございましたらお願いいたします。 

  ないようですので次に進みます。報告事項のほうに移ります。 

  ９月定例会一般質問について、報告をお願いいたします。 

 

○安永教育部長 

  ９月の定例会の一般質問について御報告申し上げます。資料２をごらんく

ださい。教育委員会に関係あるもののみ、質問、答弁の要旨について御説明

申し上げます。 

  まず、澄田議員の御質問です。筑豊高校跡地に直方市のスポーツ運動公園

施設の設置ができないかという質問でございました。日本ではさまざまなス

ポーツに盛り上がりが見られ、昨年度、直方市においてもスポーツ推進計画

が策定されたが、本市のスポーツ施設はどこも老朽化が著しくて利用者から

も不満の声が上がっているため、市の方針を問うということでした。 

  答弁といたしましては、今年度から直方市のスポーツ推進計画の基本理念

に沿って地域づくりや人づくりを推進していくこと、体育施設については、

老朽化が進んでおり課題が多くあるということは認識しているが、改修、建

てかえについては財源や土地の確保が必要となるため、旧筑豊高校跡地も含

めた場所の選定、さまざまな補助金の活用などを研究し、計画的に進めてい

きたいと答弁いたしております。 

  次に矢野議員からの、来年度の東京オリンピックの聖火リレー県内ルート

について質問です。聖火ランナーは、飯塚市、田川市、宮若市、中間市など

は通るが直方市は通らないコースとなっているが、選定や決定はどのように

行われたのかを問われました。 

  県の希望調査に対して本市は通過を希望しますと回答いたしましたが、６

月１日の県の発表では、県下６０市町村のうちの２０の市町村名とルートが

示されましたが、直方市は選定されておりませんでした。選定に関して県の

ホームページに知事がコメントを掲載されておりますが、被災地の激励と復

興のアピール、それから世界文化遺産、観光地などのアピール、またはオリ
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ンピックパラリンピックの事前キャンプ地などを重視したとのことでした。  

これをもとにオリンピックの競技大会、組織委員会において決定されたも

のと理解していると答弁いたしております。 

  それから、宮園議員から中学校の制服について、男子の制服は全く同じで

すが、女子は上着がそれぞれ異なっているのでサイズが合わなくなったり、

学校がかわったりしたときに同じ制服であれば譲り合うことができるという

ことと、性別に関係なくスラックスやスカートを選ぶことができるという取

り組みが全国的に広がっているが、標準服を考えることはないのかという質

問でございました。 

  答弁といたしましては、制服の決定は校則という観点から学校長の決定事

項となっていることと、着用する生徒、購入する保護者の意見も十分考慮し

た上で定める必要があるということを答弁しています。保護者が制服を購入

すると一定の負担がかかりますので、リユース事業の役割もあると考えてお

り、教育委員会といたしましては、ジェンダー平等の観点、それから保護者

の負担軽減といったところから男女共通の標準服の導入を含めて中学校校長

会に対して提案を行っていきたいというふうにお答えしております。 

   

   

 

渡辺幸一議員は、直方市の教育施策について質問されました。市長が所信

表明の中で、就学前の子育ての充実やそれから義務教育における学力向上、

それからグローバル人材育成のための環境整備、また、しっかりとした生涯

学習社会の創設などの教育の重要性を述べられております。どういった課題

があり、具体的にどういった方策をとるのかについて質問されました。 

  答弁では、まずは学力向上を第一の課題として取り組みをしたい。今年度

の全国学力調査では、児童生徒一人一人に対して丁寧な指導を行ってきた結

果、いい傾向が出ているため、少人数学習などの必要性を感じているという

ことをお答えしています。また、就学前の幼児教育、それから高校との連携、

文化、体育活動を含めた社会教育についても推進を図っていきたいというこ

とをお答えしています。また、教育施策については、直方市の将来への投資

と捉えており、必要な取り組みについてはしっかり推進をしていきたいとお

答えしております。 

  渡辺克也議員からは、直方市における各種団体の地域割りについての質問

がございました。直方市では、自治会やＰＴＡや民生委員などの団体の地域

割りについては、小学校区と大字で分けているものが混在しているため非常

にわかりにくい。よって、地域が連携しやすいような地域割りはできないの
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かという質問でございました。 

  教育委員会としては、ＰＴＡ連合会とのかかわりがありますが、その小学

校に通われている方の保護者と教職で組織されたものですから、小学校区割

りで変えるというのはなかなか難しい。自治区公民館連合会、民生委員評議

会、消防団、いろいろな団体がありますけれども、それぞれが任意の団体で

すので、行政が意見をするというのはなかなか難しい。そこで地域が連携し

やすいような役割の調整ができないかと議会で要望があったということを各

団体に伝えますとお答えしています。裏面をお願いいたします。 

  村田議員から、旧筑豊高校跡地についての質問がございました。最初に報

告いたしました澄田議員と重なるところがありますが、小中一貫校の建設、

給食施設建設と方針が二転三転してきた旧筑豊高校跡地ですが、今も一定の

管理費を支出しております。早急に県や地域と協議を進め、活用の方向性を

決めなければと思うがいかがかという質問です。 

  答弁といたしましては、過去にそういった経緯があり、いずれも断念して

いること、財源確保の理由からなかなか活用方針が決まらないとお答えして

います。現在、年間６００万円を管理費として支出しておりますので、早急

に土地の活用方法を決めていく必要性は感じていますとお答えしています。 

  佐藤議員からは、２校区２カ所に防犯カメラが設置されるという情報があ

ったが、経緯と設置時期はいつごろになるのかという御質問でした。 

  直方市においては、登下校の防犯プランに基づき、小学校の通学路におけ

る防犯カメラを要綱の基準に該当する２校区２カ所に設置することになり、

設置時期については、活用する県の性犯罪防止対策防犯カメラ設置支援事業

補助金内示が９月の中旬でございまして、それを受けて着手ということで１

１月から１２月になる予定です。 

  最後に、渡辺和幸議員から二点質問がございました。一点目は、夏休みな

どの長期休業中に、中学校給食のシステムを使って学童保育で昼食の提供が

できないかという御質問です。かつて学童クラブに給食提供した経緯がござ

います。 

  廃止となった主な理由は、学校給食が直営から委託に変わってきたことで

ございます。 

現在は、宅配弁当の利用、家庭弁当持参など各クラブの実情に合わせた対

応となっております。保護者へのアンケートを実施しまして、ニーズ等を踏

まえながら検討していきたいと答弁しています。 

  もう一点は、先ほど協議事項で説明いたしました学校給食費の徴収に関す

る公会計化についての質問でございました。学校給食費以外の学校徴収金に

ついて、先ほど申し上げた教材費や修学旅行費などについても、給食費と同
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じ取り扱いができないかという御質問でございました。 

  現時点では徴収を行う予定はございませんが、検討を進めてまいりたいと

答弁をいたしております。以上でございます。 

 

○山本教育長 

  以上、９月定例会の一般質問の報告でした。御質問ございましたらお願い

します。 

  次に進みます。ハートフル奨学金の応募状況につきまして、学校教育課お

願いします。 

 

○学校教育係長（徳田清隆） 

  令和２年度直方市ハートフル奨学金の応募状況について、報告させていた

だきます。 

  ７月１９日から８月３０日までを応募期間として申し込みを受けた結果、

１３名の応募があり、成績の５段階評価の評点が３．５以上ある方で、所得

面でいいますと、準要保護、要保護に該当する方が対象になりますので、所

得状況、学校からの成績の意見書等をいただいたところで書類選考した結果、

９人の方が通過しております。 

１１月１６日土曜日に、ハートフル奨学金審議会を行い、その中で９人の

方の面接を行いまして、最終的に５人の方を選び、月２万円の給付型の奨学

金を支給することになります。以上です。 

 

○山本教育長 

  １３名の応募というのは、例年に比べて数はどうなっていますか。 

 

○学校教育係長（徳田清隆） 

  昨年が１４名、その前が２０名ということで、若干減っております。 

 

○山本教育長 

  では、その他のほうに進みます。放課後児童健全育成事業支援員の年齢層

について、お願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  先々月の教育委員会の最後に、学童クラブ支援員の年齢層について質問を

いただいておりましたが、報告が一月おくれてしまい申しわけありません。 

  お手元の一覧表をご覧ください。１０代から８０代までと幅広い年齢層の
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方に働いていただいておりますが、最も多いのは６０代で、全体的にも比較

的高齢年齢層の方が多いという状況になっています。平均年齢は、４８．７

９歳ですが、実際は、五、六十代の方が支援員として学童保育を支えていた

だいている状況でございます。以上です。 

 

○山本教育長 

  支援員の年齢層が表で出ておりますけれども、これにつきまして何かござ

いませんか。 

 

○中村委員 

  よろしいですか。人の確保が難しいということで、配置を１名にしてもい

いですよと国から通知があっていますが、直方市は現状で大丈夫と言われて

いました。 

この中で資格をもっておられる方はどのくらいで、その方々はどの年齢層

に多く、１０代から３０代の支援員の割合は１０％いかないぐらいですが、

その方々の資格の保有状況だったり、研修の受講状況などを踏まえて、教育

委員会としてどういうふうに子供たちの安全を確保するために未来に向かっ

て取り組んでいくのか聞きたいと思います。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  国の規制緩和のとおりにしてしまうと、どうしても保育の質が保たれない 

のではないかという意見を、こども育成課として重く捉えています。 

人数が足りない状況になってきた段階では絶対変えないといけませんが、

将来的に見たらどうなるかというのは別の話として、事故が起きないように

であったり、日中面倒が見ることができない人が安心して働けるような状況

を保っておく必要があると考え、今のところ支援員の資格や配置体制が保た

れた状況なので、引き続き規制緩和によらずに対応していこうと考えており

ます。 

 

○中村委員 

  現在はいいと思いますが、その今のところは何年ぐらいと踏まえて計画を

考えられているのでしょうか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  今年度、子ども・子育て支援事業計画を策定しており、そのためのニーズ

調査をアンケートで行っています。その中で、どれぐらいのニーズがあっ
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て、どれぐらい確保しないといけないかを把握し、人口推計などを用いて

来年度から５カ年の計画を立てるようになっています。アンケート結果や

人口推計などを見ながら、必要があれば改正をかけたいと思っております。 

 

○中村委員 

  ありがとうございます。資格を持っている支援員さんとそうでない方の給

与の差はどれぐらいあるのでしょうか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  直方市は、現在、１９の学童クラブがありますが、全て委託をしておりま

す。１５の学童クラブと、植木と東それぞれ２クラブずつに委託事業者が

おります。その３事業者が、それぞれ給与の体系をもっておりますので、

そこそこで違ってくると思います。勤続年数で差が出る給与体系をもって

いるということは聞いておりますが、質問の内容については把握しており

ません。 

 

○中村委員 

  支援員の資格というのは、どういうふうにすれば取れるのですか。取りや

すいものなのでしょうか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  支援の資格自体は、教員免許をお持ちの方や、支援員を３年続け、かつ県

の放課後支援員の講習会を受けることによって取ることができるようにな

っています。学童の支援員さんとして採用された方もいらっしゃいますし、

保護者運営の時から学童にかかわっていた方で、事業者はかわったけれど

も引き続き支援員として働いていただいて、講習会を受けて支援員の資格

を取られた方もいらっしゃいます。 

 

○中村委員 

  わかりました。支援員の募集については、３事業者にお任せしているので

しょうか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  ３事業者にお任せしている形になっております。ただし、子供たちが一日

中いるような長期休暇期間についてはどうしても人手が足りないというこ

とで、事業者さんから相談を受けることがございます。そういった場合は、
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学校給食の委託業者に声をかけたらどうですかと案内することはあります。 

 

○中村委員 

  教員の免許を持ってらっしゃる方などについての情報は、教育委員会のほ

うがあると思いますが、情報を提供し合うといった形でも、教育委員会か

らの事業者支援は考えられていませんか。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  こども育成課としては、そういった協力体制をとっていただけるというの

はありがたいなと思っております。 

 

○中村委員 

  ありがとうございました。 

 

○教育部長（安永由美子） 

  最初の御質問でお答えできなかった有資格者数、割合、在籍者の分布や、

これは調べることができるかわかりませんが、給与の差、給与体系、資格

要件、採用要件については、次回以降にわかる範囲内でお答えさせていた

だきたいと思います。 

 

○山本教育長 

  今のところは数が確保できているということです。 

  では、１１月行事について学校教育課のほうからお願いします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  １１月行事予定について、説明いたします。 

  １日金曜日、定例校長会議を行います。 

  ２日、３日と第５１回直方市民文化祭がありまして、括弧の中は主に小中

学校にかかわる催しでございます。土曜日に関しましては、子ども音楽祭並

びに英語発表会をユメニティのおがたで、小中文化展を中央公民館大会議室

で行います。 

  ３日、小中文化展を中央公民館で行います。６日、学力向上担当者会。 

  ７日、これは県の事業でございますが、令和元年度人権感覚を育てる授業

づくり研究委嘱校の実践交流会が直方第一中学校で行われる予定です。 

  同日、福岡県小学校音楽教育研究大会、感田小学校で行われます。教育長

に出席していただく予定です。 
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  １２日火曜日、定例教育委員会です。 

  １４日、福岡県研究所連盟研究発表協議会がございます。直方北小学校の

池田教諭が研究発表の発表者として報告するようになっております。 

  １６日土曜日、先ほど徳田係長からございましたが、ハートフル奨学金審

議会の面接日となっております。 

  ２１日木曜日、植木中学校区の小中一貫教育交流研究会が新入小学校を会

場として行われます。 

  ２３日土曜日、第２回の教育支援委員会、これは特別支援学級、特別支援

学校等の就学予定のお子さんに関する専門家の審議会でございます。１３時

３０分から行う予定としております。１１月行事予定については以上です。 

 

○山本教育長 

  １１月行事についてでしたが、何か御質問ございますか。 

 

○山内委員 

  １１月１４日の福岡県研究所連盟研究発表協議会は直方市ですか。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  会場は教育センターです。 

 

○山本教育長 

  ほかはよろしいですか。では、令和元年度の卒業式日程について、お願い

します。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  資料４、令和元年度卒業式日程について、並びに直方市教育委員会学校訪

問の各校開始時刻について、説明させていただきます。 

  まず、令和元年度の卒業式の日程について、中学校の卒業式は令和２年３

月１２日の木曜日ということになっております。小学校の卒業式は、西小学

校、新入小学校、上頓野小学校、下境小学校、中泉小学校が３月１６日の月

曜日。南小学校、北小学校、感田小学校、福地小学校、植木小学校、東小学

校が３月１７日の火曜日ということで設定しております。 

  続きまして、明日からの直方市教育委員会学校訪問の各校開始時刻でござ

います。日程につきましては事前に提案しておりましたが、直方北小学校が

９日の水曜日、８時５５分からとなります。開始時刻でありますので、これ

に間に合うようにご参集いただければと思っております。駐車場は体育館の
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横の駐車場に台数を確保しております。 

  福地小学校は、１８日の金曜日、９時から開始です。玄関前に４台車をと

めるところがありますので、教育委員の皆様はそちらに車をとめていただき

ますようお願いいたします。 

  植木中学校につきましては、２９日の火曜日、９時開始でございます。こ

れは校門坂を登って左側に駐車場があります。植木中学校は御承知のとおり

道路から登るときに底をする可能性がございますので、登るときは左側を通

って、ゆっくり上がっていただきますようお願いいたします。 

  昼食は準備しておりますが、給食は実費ということで、小学校は２７０円、

中学校は３００円を当日いただきますので、よろしくお願いいたします。説

明については以上です。 

 

○山本教育長 

  今の２件につきまして何かございますか。どうぞ。 

 

○山内委員 

  中学校の卒業式が木曜日というのはなじまないといいますか、金曜日が多

かったと思いますが、木曜日になったいきさつがあるのでしょうか。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  今年度の入試が３月１０日の火曜日、１１日の水曜日となっており、他市

町が次の日に卒業式を予定しています。去年までは金曜日に設定し、一日あ

けていましたが、他市町に合わせようということで１２日に設定しておりま

す。 

 

○山内委員 

  校長会からの要望でもあるのでしょうか。 

 

○学校教育課長（川原国章） 

  はい、そうです。 

 

○山本教育長 

  ほかによろしいですか。 

 

○学校教育係長（徳田清隆） 

  もち吉場所について説明させていただきます。今年は、１２月１日日曜日
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に行われます。もち吉さんとの打ち合わせの中で、教育委員の方々にも招待

状を準備することになり、昼前ぐらいから参加できるとは思いますけれども、

御希望がございましたら、今月１８日金曜日までに、私、徳田のほうまで御

連絡ください。 

  それからチケットを手配してもらうようにいたしますので、よろしくお願

いします。以上です。 

 

○山本教育長 

  そのほかよろしいですか。 

  なければ最後の会議録署名委員の指名について、お願いします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  １０月の署名委員は、山内委員にお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  １０月は、学校訪問等でお手数をかけますが、よろしくお願いいたします。

以上で、教育委員会を終了いたします。 

 

 

 
（署名） 

        直方市教育長 

           

          山本 栄司 

 

 

     （署名） 

        直方市教育委員 

         

          山内  健 

 

 


